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地域 に必要な公教育とは? 十震災を契機に宮城県内には､ 小中学生 の 学習支援や居場 所づくり､ 高校生の 主 体性を伸ば

す取り組みなど ､ 子 供たち ･ 若者たちをサポ ー

トする N P O 団体が設立 され活動 して い ます｡ これ らの 活動 は､ 公 教育を支

え発展させ て いく可 能性を持ち､ 地 域の未来を創 っ て いく若者を育て るた めに不可 欠 な取り組みで もあります｡ 地 域をあ

げたヒトづくりに向 け､ こ うした活 動が 地域に根づ いて いくため に何が必 要か ､ 参加 者全 員で 語 り合い た いと思 い ます｡
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終 了後 ､ 別会 場 に て 講演 者
･

登 壇 者
･

参 加 者 相 互 の 懇 親 会 を

予定 して い ます ｡
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開 催 主 旨
｢ 人 は富葉を落 びて育 っ｣ … 人 間 の成長には, 牽 か に見 守られている碑弼とす童ざまセ生辛かこ触れることのできる槻合が牒 ず必皐であると考えま
す
｡
しかし

､ 家庭欄の 経 済格差 の拡 大は子ども煮ちの つ セ がり格差に営が っ ており､ 或長にあ夫 っ て 大 人 か ら十 分8 を 執 ナてもらえずにいる子供たちや
音オたちが増えて いるり が 実情です｡

残念セがら現在の 公 教育の 枠組 みで は 一 人 ひとりの子供充ちの育成凍 塊を潜まえ東対応まで にはチ が 牒 っ て いませ ん
｡
で は

､
和 夫ちは帝のセくては

専らセい の でしょう か ･ ･

行 政 ゎら供 給ナれる教官サ ー

ビスガけ が 公 教育の活 動の全て ではあ柏せ ん
｡ 受け手である和夫ちや 民が 希 っ て いる資源を少

しずつ 待ち寄ることにより､ 亨民主導で作勺出すことも出来るの で はセい のでしょうか?
現在 ､
宮城県 内には､ 東泉を契 榔こ子供尭ち ･ 彦者 車ちに孝り添いサポ ー トするN P O 団体が 各地 で 設立ナれ活 動してし】ます

｡
こうした敢 恨 みを

醒続して いくたりに
､
より多くのや 民のオに各団体の活動を認 知 ･

弟 釦 ユ東方くと鼻に､ 様 々 七形 で 渚 軌 こか ぁっ てい 東方く央ののキッカケとして本フォ ー

ラムを企画しれ も 本フォ ー ラムを通じて 一 人 でもタくのオ が魅 カある教官 ･ 人 材青嵐活 動のフィ ー ル ドにか わっ てい 尭ギげることを期 待しています｡
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1 か

一

般社団法人 ア ス バ シ 教育基金

代 表 理 事 毛受芳高氏
( の ん じよ うよ した か)

名 古屋 大 学 工 学部情 報 工 学 科 卒業｡ 名古

屋 大 学 大 学 院 人 間情 報学 研 究亭斗修 了後 ､

1 9 9 9 年 よ りア ス ク ネ ット を 立 ち上 げ ､

2 0 0 1 年に N P O 法 人 化 ｡ 学校と地 域の 聞

を つ な ぐ
r
キ ャ リア 教 召 コーディ ネ ー ター｣

の 事業 を 立 ち上 げ た
｡
2 0 0 5 年 より は じまっ た 経済 産 業 省 ｢ 地 域 自立

･

民 間

活 用 型 キ ャ リア 教 育プ ロ ジェ クト｣ の 全国の 推進 役と なり ､ 地 域 と連 携 した

キャ リア 教 育の モ デ ル を鴨 築 ｡ その 後 ､

｢ キ ャリ ア 教 育コ ー デ ィ ネーターJ の

云芋億
･

認 定 別 度 を経 済 産 業 省ととも に 立 ち上 げ た ｡ そ の 後 ､ すべ て の 若 者 が

明 日の 社 会 の 担 い 手にな る ため の 駕 け偵 = ア ス パ シ を提唱｡
｢

一般社 匠闇 人

ア スパ シ教 育基 金 ｣ を 設立 し ､ 企 業や 市民の 寄付 を集め ､ 高校 生 の
r
心( ここ

ろ の ほ塁勤( きどう) イ ン タ
ー

ン ｣ に 教育 投資す る仕組み づくり を目指 して い る ｡

当 髄 馳 明野
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申し込 み期限: 2 〔) 1 5 年3 月1 9 日

○ ト射 4 0 ～ ･一 針 3 0 ト ー ク セ ッ シ ョ ン

一 般社団法人アス パ シ教育基金 代表理 事 毛受 芳高( め ん じょ うよした か) 氏

1 妙

特定非営利活動法人T E D I C

代表理事 門 馬優 ( も ん ま ゆう) 氏

1 9 8 9 年生 まれ ､ 雷 城 県石 巻市 出 身 ｡ 早 稲田 大 字 大 学 院教職研 究

科修 士 課程 卒 ｡ 学 生 時代 に 認 定 N P O 法 人 カ タリノ引こ3 年 間コ ミッ

ト した 後 ､ 大 学 院 在 学中に2 0 1 1 年5 月 に任 悪 団倖 T E D】C を 迫立

( 2 0 1 4 年 9 月 にN P O 法 人 化) ｡ 現在 は
｢ ひと りぽ っ ち の 子 と もが い

な い ま ち ､ 石 巻 ｣ を ビジ ョ ン に 軋 ナ､ 3 つ の プ ロ グ ラム を石 巻市 内8

カ 所 で 展 開 ｡ 2 0 1 2 年度 ､ 内閣 府 硬 鋼支 援型 地 域社会 雇 用創造Ⅷ

案選定 串塞 の†つ に選 ばれ る ｡ ｣ V C A 認 定ボラ ン テ ィアコ ーデ ィネー
シ ョ ン 桧 引 凱 宮 城 県 教 育委員 会認 定 子 育て サ ポ

ー

ター｡ 中 牒 等学 校公 民 租 ･ 地 理 歴 史科 専管

教 員免許状 所 軌 2 0 1 3 年6 月 より石 菩 専 修大 学共 凱研 究 セ ン タ
ー

特 別 研 究 □ ｡

特 定 非営利活動法人 ア ス イ ク

代 納 事 大 橋雄介( お お
竺

け) 氏

1 9 ∈! 0 年生まれ ｡ 福 島 市出身 ､ 筑 波 大 軍 卒 ｡ 株 式 会 社リ クルートマ ネ
ジメン トソリュ ーシ ョ ン ズ の コ ン サ ル タン トとして ､ 大 手企 業 に来 する

組 ぬ 開発の コ ン サ ルテ ィ ン グ に 従 事した 後 ､ 2 0 1 0 年3 月 に独 立
｡ 独

立 後 ､ 市民 活 動 の 先駆 者であ る加藤 哲 夫 氏と出会 い ､
N P O 法 人せ ん

だい ･

み や ぎN P O セン ターにて ソーシャル ビジネ ス の 起業 支 援やネ ッ
トワ

ー

ク 形成 フロ ジ工 クトを担 う ｡ 震 災 発 生 直後にア スイクを 設立 ｡

N P O 法 人 底 上 げ

副理事 斉藤祐輔( さい と うゆ うすけ) 氏

｢ 9 8 7 年 生 ま れ ｡ 中 央 大 学 理 工 学部を 卒業 し旅行 会社 へ 入 社 した

が 同 年 に 退 社 ｡ その 後∴ 半 年間 オース トラリア に留 学｡ 帰 国後 に黒炭
が あり ､ 2 0 1 1 年4 月 か ら宮 城 県気 仙沼 市に 入 る ｡ 2 0 】2 年 に仲 間と

ともに N P O 法 人 底 上 げ を立 ち 上 げ
､ 学習支 援や高 校 生 の主 体 性を

育 む 取 り 組 み を 行 う ｡ 2 0 1 3 年7 月 か ら1 年 半 ほ と 海 外 を 放ご良し ､

2 0 1 4 年 末 に帰 国 ｡ 底 上 げに 複 嘱 した ｡

持家非 営利活動 法人ハーベ スト代表理事 山崎賢治+

㌢F A X 用 参 加 申 込 書 ( こ のまま記 入 し ､ F A X に て 送 信 してくだ さ い)
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